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香粧品の歴史（生い立ち）

皮膚科医として歩んだ中での香粧品学会との幸運な出会い
―皮膚の性状の研究と皮膚外用製剤の有効性評価の視点から―

田 上 八 朗

Lucky Encouter with the Japanese Cosmetic Science Society in My Experiences as a  
Dermatologist: From the Viewpoint of Those Findings Obtained in the Studies  

on the Skin Properties as Well as on the Efficacy of Topical Skin Agents

Hachiro TAGAMI

は じ め に

ヒトの皮膚を美しくし，かつ，その性状を向上させる
化粧品やスキンケア製品，さらには医薬部外品の保湿製
剤などを，その有効性や安全性の面から研究している産
学のさまざまな分野の研究者と医師である皮膚科医の参
加とから成り立つユニークな学会，それが香粧品学会で
ある。最近では，昭和薬科大学名誉教授の松本光雄先生
が若い学会員に向けて，歴史的な視野に立ち，明治時代
から現代まで，この分野での動きと，学会の生い立ちに
ついて記しておられる1）。
私たち皮膚科医は臨床の場で香粧品の影響下で生じる
さまざまな皮膚の変化はもちろん，それが引き起こしう
る皮膚炎や，特殊な後遺症ともいえる黒皮症，白斑など
の疾患とも出会う一方，皮膚の機能的変化や器質的な病
変を調べることも重要な研究対象となりうる。
ということで，皮膚科医にとっては，日常生活の場に
由来するさまざまな環境抗原への免疫的過敏反応に特化
したアレルギー学会，身の回りで頻繁に出会う真菌（カ
ビ）の皮膚感染症を対象とした医真菌学会と並び，香粧
品学会は重要な関連分野の学会である。私自身，それま
で出席してきた皮膚科学会とは，かなり違う視点から皮
膚を眺め，新たなことを学べる場であることにひかれ，
この学会に参加し始めて，すでに三十数年も経ってい
る。
医師の仕事は，ほかの分野の学者や研究者と比べると
患者さんの診療が中心であり，ときに予定もしない飛び
込みもあったりして，なかなか自由な時間を取りにく
い。とくに，若い時期には入院患者の主治医でもあり，
二日間とまとまっての学会参加の暇をつくることが難し
く，関連学会の情報に関しても，せいぜい図書室で必要

な文献を探し読むだけが精一杯と云った状況である。当
然，学会に参加し，日常とは違った雰囲気を味わいつ
つ，発表や熱心な討論を聴き，動機付けをされたりする
ことも容易ではない。
私は幸いにも皮膚科医になって 15年目の 1980年，ま
だ本会の学会創設から 5回目の学会に，講演者として武
田克之会頭（現徳島大学名誉教授）から，お招きをいた
だいた。そして，皮膚科学会に出席しても，なかなか得
られにくかった情報を，かなり満足できるかたちで得ら
れる学会と知って入会を決めた。
実際，この学会に参加してからは学ぶだけに止どまら
ず，それまで出会うことのなかったような共通の問題に
興味を抱く研究者たちとも知り合えて，ときには目的を
絞り共同研究にまでも発展したりした。今，そうした共
同研究の成果は総計すると国際雑誌に十数編，掲載論文
として出版されており，いかに皮膚科医の自分にとって
実り多い学会に加われたかと，その幸運には感謝してい
る。

1.　皮膚科医としての私の研究活動事始め

戦後十年と少々，私が受けた京都大学医学部の講義の
多くは，まだ戦前からのドイツ語医学用語が主体，とい
う日本に伝統的な医学教育の型に従って行われていた。
もちろん，内視鏡観察なども一般的ではなく，生体の病
変そのものを直接，肉眼で捉えることができる科として
は，眼科，耳鼻科，皮膚科には強く興味をひかれた。ま
た，病変部の組織像を顕微鏡で観察する病理組織学にも
興味を抱き，この両者を常に平行して行うことができる
科として皮膚科，そして，なにより，若い皮膚科教授の
太藤重夫先生の暖かい人柄と科学者としての豊かな資質
に惹かれ，皮膚科入局を決心した。今から五十年前のこ
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